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■
自
分
の
原
稿
が
、
実
際
に
た
く
さ

ん
の
方
の
目
に
触
れ
る
編
集
の

仕
事
。
と
て
も
や
り
が
い
が
あ

り
ま
す
。

稲
葉
悦
子
（
岩
本
）

■
秋
の
訪
れ
と
と
も
に
忙
し
さ
の

中
で
も
、
ふ
と
手
に
と
っ
て
読

み
た
く
な
る
そ
ん
な
記
事
や
写

真
を
今
後
も
見
つ
け
て
い
き
ま

す
！！

友
利
幸
江
（
連
雀
）

■
読
書
の
秋
と
い
う
こ
と
で
、
新

し
く
な
っ
た
府
中
の
図
書
館
へ

行
っ
て
き
ま
し
た
。 

　

一
階
の
カ
フ
ェ
で
食
べ
た
パ
ン
が

美
味
し
か
っ
た
で
す
。

佐
藤
真
紀
（
泉
苑
）

■
私
な
り
の
Ｅ
Ｃ
Ｏ
は
大
雨
の
日
に

洗
車
す
る
こ
と
。
洗
車
と
い
っ

て
も
雨
任
せ
で
す
け
ど
。

黒
部
雅
之
（
泉
苑
）

■
わ
か
り
や
す
く
、
読
み
や
す
い
記

事
を
書
く
の
は
難
し
い
と
実
感

し
ま
し
た
。 

大
沢
清
佳
（
緑
苑
）

■「
読
書
の
秋
」よ
り
や
は
り「
食
欲

の
秋
」を
満
喫
し
た
い
私
で
す
！

福
井
亜
希
子
（
あ
さ
ひ
苑
）

■
今
後
も
皆
さ
ん
に
親
し
み
を
持
っ

て
頂
け
る
よ
う
な
、
記
事
を
掲

載
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

浅
見
達
也
（
あ
さ
ひ
苑
）

■
や
っ
と
暑
さ
も
や
わ
ら
ぎ
、
ほ
っ

と
し
て
い
ま
す
。 

秋
は
い
い
季

節
で
す
ね
。
秋
な
ら
で
は
の
場

所
に
行
っ
て
秋
を
満
喫
し
た
い

で
す
。　
　

太
田
絢
乃（
た
っ
ち
）

■
編
集
期
限
に
追
わ
れ
大
汗
か
き
ま

し
た
が
、
楽
し
く
書
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

原
田
美
由
紀
（
し
ら
と
り
）

■
秋
は
保
育
園
の
運
動
会
の
シ
ー
ズ

ン
。「
や
っ
ぱ
り
、
う
ち
の
子
が

一
番
よ
ね
～
！
」
と
毎
年
、
わ

が
子
の
よ
う
に
応
援
し
に
行
っ

て
い
ま
す
♪浦

上
さ
わ
（
き
ず
な
）

■
こ
れ
か
ら
、
紅
葉
が
楽
し
み
に

な
っ
て
く
る
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
色
ん
な
虫
達
の
音
色
が
聞

こ
え
て
き
そ
う
で
す
。

紫
野
久
子
（
き
ず
な
）

■
原
稿
の
催
促
を
お
願
い
す
る
と

き
は
、
本
当
の
編
集
者
気
分
に

な
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

理
事
の
リ
レ
ー
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、

毎
月
緊
張
し
な
が
ら
執
筆
を
ご

依
頼
し
て
い
ま
す
。

青
木
志
乃
（
事
務
局
）

■
今
年
は
マ
ン
ネ
リ
打
破
が
目
標
で

す
が
６７
号
は
い
か
が
で
し
た
で

し
ょ
う
か
。上

野
廣
美
（
編
集
長
）
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多摩同胞会のホームページでは、

ブログを毎日更新しています。

http://www.tama-dhk.or.jp/
をぜひご覧下さい

介護に関するご相談は無料ダイヤルで！

・泉苑在宅介護支援センター
老後支援 24 時 間

・あさひ苑在宅介護支援センター
福祉にっこり24時間

● スキルアップ研修で
　　　ステップアップ！！

● 介護保険を考える27（総集編No1）

● エコ活動報告

● 施設だより「読書の秋」

どうぞお元気にお過ごし下さい。（緑苑・敬老のつどいにて）
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※ご家族への説明も重要です。

編集　浅見達也

スキルアップ研修で
　　ステップアップ！！
人材育成の一環として、法人ではさま　ざまな研修を企画実施しています。
法人主催の研修では主に法人理念の理　解や制度遵守をテーマにしています。
また各施設では、職員のニーズに応え　て介護や保育技術の向上を目的とする
研修に取り組んでいます。今回はそれ　ぞれの施設での研修をご紹介します。

コミュニケーション
　普段ご利用者と接する時、
言葉での言語的コミュニケー
ションよりも、非言語的コ
ミュニケーションの方がはる
かに多く使われています。
　後者は雰囲気、存在、態度、
表情、目線、ジェスチャー、
沈黙等を指します。
　何気なく接している時に
も、色々な角度からコミュニ
ケーションをとっているの
です。時と場合によっては、
沈黙もコミュニケーション
の一つであることを改めて
学びました。
　ご利用者にとって心地良く
生活できるように、今後の仕
事に生かしていきたいです。
（緑苑介護員　大沢清佳）

褥瘡予防研修
　褥瘡予防対策委員会では、褥瘡予防研修を実施しました。褥瘡ができやすい、
直りにくいご利用者のために、改めて褥瘡について学びました。まず、褥瘡がな
ぜできるのかを資料で予習し、ＤＶＤで視覚から学び、最後にベッド上で実際に
体位変換や安楽な姿勢作りを体験しました。
　ベッド上で実際に背中の圧
迫感や違和感を覚えることで、
｢背抜き｣ の必要性を体感する
ことができました。すぐに業
務の中で実践することができ
る研修でした。
　（あさひ苑 介護員 工藤えつ子）

＊褥瘡（じょくそう）とは、一般にい
う、床ずれのことです。褥瘡はその人
の体格や寝ている体位によって生じ
る場所はさまざまですが、体重のかか
る骨の突出している部位で、脂肪や
筋肉の薄いところによく発症します。

看とりをさせていただくこと
　最近、テレビや新聞で『看とり』についての特集をよく目にするようになりま
した。かんだ連雀でも、看とりをさせていただく場面が多くなってきています。
　その方その方によって歩んでこられた人生は様々です。その人生の終焉をお手
伝いすることの意義はとても大きく大切なことだと感じています。それだけに、
私たちは年１回、看とりを振
り返り、皆で意見交換をし、『看
とり』について話し合います。
　最期のお手伝いとして私た
ちができる事はほんの些細な
事かもしれませんが、様々な
職種の連携がより重要となる
瞬間です。ご本人ご家族の思
いを尊重した看とりについて
私たちができることを考え共
有する大切な研修です。

（かんだ連雀ホーム
相談員　峯　俊美）

食事介助研修
　食事研究会が中心となり、食事
介助の基本や注意点などについて
研修を行いました。
　栄養士による食事形態の説明や
ビデオにより食事介助の基礎知識
を学んだ後、実際に職員をモデル
にして食事介助や誤嚥（ごえん）時
の対処法を実践によりさらに確認
しました。
　食事介助されるのはどういう気
分か、どの姿勢なら食べやすいの
かなど、身をもって体験すること
で、見落としていたことや新たな
発見があり、実りの多い研修でし
た。

（泉苑　介護員　滝　幸恵）
※この体勢ではどうですか？

※しっかり身に付けて腰痛予防

※体位変換の大切さ

※手を添えるだけでわかりあえる
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季刊しんあい67号（平成20年10月5日発行）

スキルアップ研修で
　　ステップアップ！！
人材育成の一環として、法人ではさま　ざまな研修を企画実施しています。
法人主催の研修では主に法人理念の理　解や制度遵守をテーマにしています。
また各施設では、職員のニーズに応え　て介護や保育技術の向上を目的とする
研修に取り組んでいます。今回はそれ　ぞれの施設での研修をご紹介します。

パソコン教室　～利用者と職員の学びの場～
　お母さんへの就労支援の一
貫として、毎月第２・４土曜
日にパソコン教室を開いてい
ます。時には職員も参加して、
お母さん方と一緒に勉強に励
んでいます。内容は、個人に
よって様々です。タイプ練習
をしたり、ワードで絵葉書を
作ったりと、生徒の希望に合
わせて、ボランティアの先生
方が教えて下さいます。お母
さんも職員も、パソコンに向
かう目つきは真剣です。仕事
や趣味に、みなさんのパソコ
ンを活用する場は広がってい
ます。
　（きずな　保育士　浦上さわ）

互いに防ぐ
　しらとりは、同じ敷地内にある泉苑と
合同で毎月防災訓練を実施しています。
火災や地震が起きた場合は、お隣さん同
士すぐ応援に駆けつける体制となってい
ます。
　６月には、５日間にわたってしらとり
と泉苑の新任職員をはじめ全職員を対象
とした防災研修が行われました。両施設
の防災設備をひとつひとつ確認して周り、
どんな状況で作動するものなのか、配置
場所にどのような理由があるのかなどに
ついても詳しく知ることができました。
距離の近い施設ではありますが、実は知
らないことが多かったことにも気づきま
した。
　法人内で子どもの施設と高齢者の施設
が同じ敷地にあるというのは、ここ武蔵
台のみです。今後も協力して互いに防災
を心がけていきたいと思います。
（しらとり地域支援ワーカー 原田美由紀）

０・１歳児交流会 －ふれあいの中で励まし－
　たっちでは、０・１歳のお
子さんとお母さんの交流会を
行っています。お子さんの月
齢ごとに『すやすや・ころり
んクラブ』『はいぽ』と名づけ、
10 数組のお母さんとお子さん
が集まり、歌ったり・体を動
かしたり・お母さん同士でお
話をしたり…と、楽しい時間
を過ごしています。参加した
方からは「楽しかった」「子育
ての不安が楽になった」など
感想が聞かれます。お母さん
や子どもたちの笑顔のパワー
に、職員も心が癒されます。

（たっち交流ひろば担当　畑山恭子）

コミュニケーション
　普段ご利用者と接する時、
言葉での言語的コミュニケー
ションよりも、非言語的コ
ミュニケーションの方がはる
かに多く使われています。
　後者は雰囲気、存在、態度、
表情、目線、ジェスチャー、
沈黙等を指します。
　何気なく接している時に
も、色々な角度からコミュニ
ケーションをとっているの
です。時と場合によっては、
沈黙もコミュニケーション
の一つであることを改めて
学びました。
　ご利用者にとって心地良く
生活できるように、今後の仕
事に生かしていきたいです。

（緑苑介護員　大沢清佳）

ボディメカニクス研修
　みなさんボディメカニクス
はご存知ですか？
　ボディメカニクスとは、てこ
の原理を利用して介護者や介
護される側の姿勢や動作をう
まく応用する技術のことです。
　介護職の８割の方が腰痛で
悩まされている現状で、介護
側も介護される側も安全でし
かも楽に介助を提供できるよ
うになればと思い研修をはじ
めました。
　今以上の介護が提供できる
ように正しいボディメカニクス
を身につけ、職員一同『腰痛
者ゼロ』を目指してスキルアッ
プしていきたいと思います！

（岩本町ほほえみプラザ
看護師　中野秀紀）

※常に防災を心がける

※学習中（ボランティアの松下さん）

※季節の歌を歌っています
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4

介護保険を考える（総集編）

介護保険制度 を考える 27
（総集編　No.1）

　1994（平成６）年高齢者の介護を支える仕組みとして介護保険が検討されていることが明らかになりました。
そして 1997（平成９）年12月には介護保険法が成立しました。それまでの福祉施設も吸収されて、税金を財源
とする高齢者の福祉が保険制度に転換しました。そして介護保険法は、2000（平成12）年４月から施行されました。
その後幾多の政令や省令、Q＆Ａ等により制度の中身が変遷し、細分化され、2006（平成 18）年に大幅な制度
改定がありました。

　このシリーズでは、具体的な制度の中身をご紹介しながら、利用者の立場、被保険者の立場で制度を考え、
問題提起をし、みなさまにご一緒にお考えいただきたく提案してまいりました。

　今回から３回にわけて、今までの内容をまとめてこのシリーズの総集編とします。今回は介護保険法の成立
から施行まで（1997年から1999年まで）の５回分をまとめます。

　制度スタートから８年目で介護保険制度は行き詰ってしまいました。介護保険にバラ色の老後を期待する人
はいなくなり、「介護保険はどうなるのだろう」「この制度で老後は安心か」「どうすれば少しでもよい制度にな
るのか」と様々な思いが錯綜し、混乱しています。そして介護を現場で支えている人材の不足は深刻です。利
用者にとっても働く人々にとっても不満が多く、不安の残る制度です。制度の限界について多くの議論がマス
コミ等でもきかれるようになりました。
　今後は広い議論の場で検討が加えられ、利用者にとって老後の安心が実感できるように、働く人にとっては
誇りがもてるように改善されることを期待します。20回余りのこのシリーズが今後の議論の一助としてご参考
になれば幸いです。

介 護 保 険 を 考 え る
号数 発行時 タ イ ト ル 問 題 点 提 案

36 1997
12/20

介護保険を考えるⅠ

介護が必要になったとき
（申請からサービスの利用まで）

１　手続きが煩雑になる。
２　お年寄りの状態がランクづけされる。
３　介護報酬の利用できるサービスの量に上限がある。
４　１割の負担がある。
５　介護サービスに貧富の差がはっきりあらわれる。
６　全てが調査から始まり、更新が繰り返される。
７　申請からサービスの利用まで日数（30日）がかかる。
８　中間経費が膨大になる。

要介護認定は本当に必要なことでしょうか。
利用者は申請したときが SOS。一日も早いサービス提供
が求められます。
例えば、申請→ケアプラン→サービス提供。
ケアプランについては、
１　�介護支援専門員を中心に複数の専門職が協議するなら、過不足のない適切な計画に
なる。

２　財源破綻を防ぐため一律上限のみを設定する。

37 1998
３/20

介護保険を考えるⅡ

要介護度と支給上限額

１　�上限額は月額で決まっているが、一日単位でサービスは 必要。暦は28日もあれ
ば30日もある。

２　�サービスの必要量は本人の状態だけでなく住宅や家族や 同居者によって左右さ
れるが、国が全国一律の基準をつくり認定する。

３　上限額により利用できる介護の量と自己負担額が大きく 左右される。
　　そして単価も大きな問題。

１　支給上限額は、一日を基本にした方が利用者には望ましいのでは。
２　�認定に基づくサービスの提供はヘルパーの援助を基準にした支給上限額の認定が必
要条件では。

３　これから決まる政省令に利用する立場からの声を反映させていきたい。

38 1998
７/10

介護保険を考えるⅢ

介護報酬について

１　�介護保険法のなかには、大臣が決める省令や政令で決め る箇所が300近くあり、
法律だけでは具体的なことがわからない。

２　�介護度ごとに定められる上限額のなかで、サービスを組 み合わせて上限内にお
さめると一割の利用料。上限を超えると自己負担で補う か、家族の負担で補う
か、または近隣やボランティアの力で補うといわれてい る。

３　支給上限額と介護報酬とサービスの量は、三すくみの関 係におかれている。

支給限度額、介護報酬、サービス量の三角関係は、介
護報酬を高くすると利用者のサービス量が少なくなる。
サービス単価を低く設定すると、利用できるサービス
量は多くなるが、サービスの質の確保は難しくなる。
介護報酬を高くしてサービスの質を確保し、利用でき
るサービスも多くするためには、支給限度額（保険料）
をあげる。という相互にジレンマの関係である。

39 1998
11/20

介護保険を考えるⅣ

老人福祉制度と介護保険制度の
比較と介護保険制度下で
予測されること

１　施設サービスと在宅サービスの介護給付の対象範囲に整 合性がない。
２　介護保険は、介護保障に限定されていない。
３　憲法25条に基づく基本的な生活保障は公的責任で保障す るべき。
４　利用者に不利益な制度改革はしない。
５　税（補助金・措置費等）を主たる財源にして築かれた福祉施 設は住民の財産である。

１　介護については介護度に基づき在宅サービスと同額の上限給付とする。
２　�「個人的な生活（教養娯楽等）」「生活（経済的側面、食事等）」「住居」については

下記の２案を提案する。
　Ａ案）従来の措置制度（養護老人ホームに準ずる単価）の適用とする。
　Ｂ案）自治体の委託料（実績）とし、「住居」は自治体が施設とベッドの委託契約をする。
　−応能負担

40 1999
９/20

介護保険を考えるⅤ

介護保険制度矛盾点のワースト７
デイサービスの現状と介護保険

１　自立の方は介護保険給付の対象にならない。
２　要支援の方は対象になるが、サービスの量は制限される。
３　一割の利用料が必要となるため通うことを自制する。
４　�通所リハビリテーションは介護保険サービスに位置づけ られているが、福祉施
設の機能訓練は介護保険のサービスになっていない。

１　�基本事業は、いきがいや予防を目的としたものなので、対象者は自立か要支援の方
である。介護度を評価するモノサシではなく、保健福祉施策のなかで現在のサービ
スレベルが低下しないことを要望したい。

２　日常動作や生活リハビリに重点をおいた、従来どおりの機能訓練事業の継続。
３　�自治体の委託事業として基盤的経費が保障され、市民の財産としてセンターを利用
できるようにしないと、サービスの質の低下が生じる。

介護報酬
サービス
提供者

サービスの量
利用者

支給限度額
財源
＝保険料

鈴木恂子
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季刊しんあい67号（平成20年10月5日発行）

5

介護保険制度 を考える 27
（総集編　No.1）

　1994（平成６）年高齢者の介護を支える仕組みとして介護保険が検討されていることが明らかになりました。
そして 1997（平成９）年12月には介護保険法が成立しました。それまでの福祉施設も吸収されて、税金を財源
とする高齢者の福祉が保険制度に転換しました。そして介護保険法は、2000（平成12）年４月から施行されました。
その後幾多の政令や省令、Q＆Ａ等により制度の中身が変遷し、細分化され、2006（平成 18）年に大幅な制度
改定がありました。

　このシリーズでは、具体的な制度の中身をご紹介しながら、利用者の立場、被保険者の立場で制度を考え、
問題提起をし、みなさまにご一緒にお考えいただきたく提案してまいりました。

　今回から３回にわけて、今までの内容をまとめてこのシリーズの総集編とします。今回は介護保険法の成立
から施行まで（1997年から1999年まで）の５回分をまとめます。

　制度スタートから８年目で介護保険制度は行き詰ってしまいました。介護保険にバラ色の老後を期待する人
はいなくなり、「介護保険はどうなるのだろう」「この制度で老後は安心か」「どうすれば少しでもよい制度にな
るのか」と様々な思いが錯綜し、混乱しています。そして介護を現場で支えている人材の不足は深刻です。利
用者にとっても働く人々にとっても不満が多く、不安の残る制度です。制度の限界について多くの議論がマス
コミ等でもきかれるようになりました。
　今後は広い議論の場で検討が加えられ、利用者にとって老後の安心が実感できるように、働く人にとっては
誇りがもてるように改善されることを期待します。20回余りのこのシリーズが今後の議論の一助としてご参考
になれば幸いです。

介 護 保 険 を 考 え る
号数 発行時 タ イ ト ル 問 題 点 提 案

36 1997
12/20

介護保険を考えるⅠ

介護が必要になったとき
（申請からサービスの利用まで）

１　手続きが煩雑になる。
２　お年寄りの状態がランクづけされる。
３　介護報酬の利用できるサービスの量に上限がある。
４　１割の負担がある。
５　介護サービスに貧富の差がはっきりあらわれる。
６　全てが調査から始まり、更新が繰り返される。
７　申請からサービスの利用まで日数（30日）がかかる。
８　中間経費が膨大になる。

要介護認定は本当に必要なことでしょうか。
利用者は申請したときが SOS。一日も早いサービス提供
が求められます。
例えば、申請→ケアプラン→サービス提供。
ケアプランについては、
１　�介護支援専門員を中心に複数の専門職が協議するなら、過不足のない適切な計画に
なる。

２　財源破綻を防ぐため一律上限のみを設定する。

37 1998
３/20

介護保険を考えるⅡ

要介護度と支給上限額

１　�上限額は月額で決まっているが、一日単位でサービスは 必要。暦は28日もあれ
ば30日もある。

２　�サービスの必要量は本人の状態だけでなく住宅や家族や 同居者によって左右さ
れるが、国が全国一律の基準をつくり認定する。

３　上限額により利用できる介護の量と自己負担額が大きく 左右される。
　　そして単価も大きな問題。

１　支給上限額は、一日を基本にした方が利用者には望ましいのでは。
２　�認定に基づくサービスの提供はヘルパーの援助を基準にした支給上限額の認定が必
要条件では。

３　これから決まる政省令に利用する立場からの声を反映させていきたい。

38 1998
７/10

介護保険を考えるⅢ

介護報酬について

１　�介護保険法のなかには、大臣が決める省令や政令で決め る箇所が300近くあり、
法律だけでは具体的なことがわからない。

２　�介護度ごとに定められる上限額のなかで、サービスを組 み合わせて上限内にお
さめると一割の利用料。上限を超えると自己負担で補う か、家族の負担で補う
か、または近隣やボランティアの力で補うといわれてい る。

３　支給上限額と介護報酬とサービスの量は、三すくみの関 係におかれている。

支給限度額、介護報酬、サービス量の三角関係は、介
護報酬を高くすると利用者のサービス量が少なくなる。
サービス単価を低く設定すると、利用できるサービス
量は多くなるが、サービスの質の確保は難しくなる。
介護報酬を高くしてサービスの質を確保し、利用でき
るサービスも多くするためには、支給限度額（保険料）
をあげる。という相互にジレンマの関係である。

39 1998
11/20

介護保険を考えるⅣ

老人福祉制度と介護保険制度の
比較と介護保険制度下で
予測されること

１　施設サービスと在宅サービスの介護給付の対象範囲に整 合性がない。
２　介護保険は、介護保障に限定されていない。
３　憲法25条に基づく基本的な生活保障は公的責任で保障す るべき。
４　利用者に不利益な制度改革はしない。
５　税（補助金・措置費等）を主たる財源にして築かれた福祉施 設は住民の財産である。

１　介護については介護度に基づき在宅サービスと同額の上限給付とする。
２　�「個人的な生活（教養娯楽等）」「生活（経済的側面、食事等）」「住居」については
下記の２案を提案する。

　Ａ案）従来の措置制度（養護老人ホームに準ずる単価）の適用とする。
　Ｂ案）自治体の委託料（実績）とし、「住居」は自治体が施設とベッドの委託契約をする。
　−応能負担

40 1999
９/20

介護保険を考えるⅤ

介護保険制度矛盾点のワースト７
デイサービスの現状と介護保険

１　自立の方は介護保険給付の対象にならない。
２　要支援の方は対象になるが、サービスの量は制限される。
３　一割の利用料が必要となるため通うことを自制する。
４　�通所リハビリテーションは介護保険サービスに位置づけ られているが、福祉施
設の機能訓練は介護保険のサービスになっていない。

１　�基本事業は、いきがいや予防を目的としたものなので、対象者は自立か要支援の方
である。介護度を評価するモノサシではなく、保健福祉施策のなかで現在のサービ
スレベルが低下しないことを要望したい。

２　日常動作や生活リハビリに重点をおいた、従来どおりの機能訓練事業の継続。
３　�自治体の委託事業として基盤的経費が保障され、市民の財産としてセンターを利用
できるようにしないと、サービスの質の低下が生じる。
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※地球の未来を考える活動は小さな一歩の積み重ねです。
　かんだ連雀、泉苑でエコプロジェクトが発足しました。

エコ活動報告
小さな一歩が動き始めました～！

　かんだ連雀では今年度から、坂本施設長提案の元、エコプロジェクトが発足しました。
　「エコ意識を施設全体に定着させ、地球環境を守りながら、社会貢献と経費削減を行なう」という目標を
立て、施設職員全員がメンバーという意識で、エコ活動に取り組んでいます。
　初めに、職員全員から【ひとり１アイディア】エコ提案を募集したところ、エコ意識のある職員が多く、
施設で出来るエコ・私生活や家庭で出来るエコ等、さまざまな意見が多数集まりました。
　集まったアイディアは「すでにやっているもの」「すぐに出来るもの」「検討が必要なもの」とカテゴリー
分けし、できることから活動に取り入れています。
　以前から連雀では節電・節水・コピー機に裏紙を使用したりしていました。今回は新たな取り組みとし
ていくつか紹介いたします。
①　多くのCO2 やホルムアルデヒドを吸収するというサンパチェンスの植樹
②　電気の使用量と料金、CO2 の量を測定できるエコワットで電力のチェック（電力の大きいものから可
　　能な範囲でカットしていきます）
③　マイ箸運動
④　エコキャップ回収（ボルビックでお馴染み。発展途上国の子供たちにワクチンを届ける）
⑤　温暖化防止新聞「豪快な号外」の配布
　などです。
　①については６月にデイサービス・ショートステイのご利用者と一緒に６鉢を植樹し、各フロアーと事
務所で育てています。植樹活動は利用者様にも喜んでいただけ、毎日成長を楽しみにしている利用者様も
いらっしゃいます。そんなサンパチェンスはすくすく育っています♪
（活動はご利用者の生活に支障のない範囲で行なうのが前提です。）
　地球を大切に想い、行動するということは自分や大切な人を守っていくことに繋がります。
一人一人ができることは微力かもしれませんが、けして無力ではありません。
一人の 100 歩より、100 人の一歩。
法人全体で一緒に考え、活動していきましょう♪　　　　　　　　　　　　　　　（かんだ連雀　戸越幸恵）

　泉苑で「エコにこ応援団」活動開始
　地球温暖化が叫ばれてから久しいですが、泉苑でも遅ればせながら、「エコにこ応援団」とエコ活動を開
始しました。ご利用者ともお話する中で、「昔はこんなに暑くなかったんだけどねぇ」という声がよく聞か
れます。確かに今の暑さは異常だと感じます。
　泉苑ではエコ活動として出来る事から取り組んでいこうということになり、法人の理念でもある資源を
大切にするという観点から節電・節水から始めていくことになりました。
　まずは節電を呼びかけるステッカーを作り、各部署に張り出し始めたところです。今回活動を始めたこ
とにより、職員も少しずつ意識し始めたようでいままで点けっぱなしになっていた電気も消されてきたよ
うに感じます。また、電気・水道等光熱費の使用料をデータ化し、職員全員で意識して節電に努められる
ようにと考えています。今後第二弾として、各部署ごとにできるエコ活動を開始していく予定です。
　塵も積もれば山となるということで法人全体のみならず、地球全体で取り組まなければいけないことで
すね・・・。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（泉苑　及川秀夫）

（編集　友利幸江）

6



季刊しんあい67号（平成20年10月5日発行）

読
書
の
秋

み
な
さ
ん
は
、
秋
の
夜
長
に
ど
ん
な
本
を

読
ん
で
み
た
い
で
す
か
？

書
物
に
込
め
ら
れ
た
様
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
各
施
設
よ
り
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

絵
本
に
魅
せ
ら
れ
て

　

ス
イ
ミ
ー

　

皆
さ
ん
は
、
絵
本
と
い
う
と
、
ど
の
様
な
イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち
で
す
か
？

　

あ
る
書
店
で
偶
然
見
つ
け
た
「
お
ふ
ろ
や
さ
ん
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
絵
本
。

　

対
象
年
齢
が
４
歳
か
ら
大
人
ま
で
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
に
惹
か
れ
ペ
ー
ジ
を
開
い

て
み
る
と
、
文
字
の
一
つ
も
な
い
か
わ
り
に
描
写
の
と
て
も
細
か
い
絵
が
、
眼
の

中
に
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
一
つ
一
つ
の
描
写
は
当
時
の
昭
和
を
写
し
出
し
お
ふ
ろ
や
さ
ん
に
行
き
か

う
人
々
の
風
景
が
鮮
明
に
描
き
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

神
田
っ
子
は
、
お
ふ
ろ
や
さ
ん
が
大
好
き
。

　

普
段
、
言
葉
少
な
い
９２
歳
の
Ｉ
さ
ん
に
、
こ
の
絵
本
を
見
て
い
た
だ
く
と
「
内

風
呂
が
あ
っ
て
も
外
風
呂
（
お
ふ
ろ
や
さ
ん
）
に
よ
く
は
い
り
に
行
っ
た
わ
」
と

話
さ
れ
て
懐
か
し
そ
う
に
ペ
ー
ジ
を
め
く
り
始
め
ま
し
た
。

　

麹
町
の
９２
歳
の
Ｆ
さ
ん
は
、「
お
ふ
ろ
や
さ
ん
は
知
っ
て
い
た
け
ど
一
度
も
入
っ

た
事
は
な
い
わ
。
な
ん
だ
か
入
り
た
く
な
っ
た
わ
」
と
細
か
い
絵
に
目
を
ほ
そ
め

ご
覧
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

昔
は
銭
湯
と
言
わ
ず
に
お
ふ
ろ
や
さ
ん
と
呼
び
、｢

お
ふ
ろ
や
さ
ん
に
行
く
ぞ

〜
！｣

と
隣
ご
近
所
声
掛
け
あ
っ
て
行
か
れ
て
い
た
事
や
お
ふ
ろ
に
入
る
時
に
は

衣
類
を
包
ん
で
お
き
、
湯
か
ら
上
が
っ
た
時
に
足
を
拭
く
の
に
用
い
た
布
が
、
風

呂
敷
で
あ
る
と
い
う
事
な
ど
、
一
冊
の
絵
本
を

と
お
し
て
、
色
々
な
思
い
出
や
貴
重
な
豆
知
識

を
教
え
て
頂
く
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

文
字
の
無
い
代
わ
り
に
、
そ
の
方
々
の
見
る

視
点
に
よ
っ
て
幾
つ
も
の
物
語
が
生
ま
れ
て

く
る
、
そ
ん
な
奥
の
深
い
絵
本
に
魅
せ
ら
れ
た

神
田
っ
子
で
し
た
。（介

護
員　

大
久
保
由
美
子
）

　
「
た
だ
い
ま
！
」
と
元
気
に
学
校
か
ら
帰
っ
て
く
る
と
、
子
ど
も
た
ち
は
ラ
ン

ド
セ
ル
か
ら
「
今
日
は
算
数
ド
リ
ル
、
漢
字
ド
リ
ル
」
と
言
い
な
が
ら
宿
題
を
取

り
出
し
ま
す
。
そ
し
て
、
私
は
子
ど
も
た
ち
の
宿
題
を
み
て
あ
げ
ま
す
。　

国
語

の
教
科
書
に
目
を
や
る
と
、「
ス
イ
ミ
ー
」
が
載
っ
て
い
ま
す
。

　

ス
イ
ミ
ー
は
、
き
ょ
う
だ
い
が
み
ん
な
赤
い
の
に
、
一
匹
だ
け
黒
い
小
さ
な
魚
。

し
か
し
、
自
分
以
外
の
き
ょ
う
だ
い
が
み
ん
な
大
き
な
魚
に
食
べ
ら
れ
て
し
ま
い

ま
す
。

　

１
人
に
な
っ
た
ス
イ
ミ
ー
は
色
々
な
生
き
物
に
出
会
い
、
自
分
そ
っ
く
り
の
小

さ
な
赤
い
魚
達
に
出
会
い
ま
す
。
小
さ
な
赤
い
魚
達
は
、
大
き
な
魚
が
こ
わ
く
て

岩
か
ら
出
て
こ
ら
れ
ま
せ
ん
。
す
る
と
ス
イ
ミ
ー
は
、
皆
で
一
緒
に
泳
ぎ
大
き
な

魚
の
ふ
り
を
す
る
こ
と
を
思
い
つ
き
ま
す
。
そ
し
て
、
ス
イ
ミ
ー
は
そ
の
大
き
な

魚
の
目
に
な
り
ま
す
。
ス
イ
ミ
ー
達
は
、
力
を
合
わ
せ
て
大
き
な
魚
を
追
い
や
る

こ
と
が
出
来
る
と
い
う
お
話
で
す
。
私
が
小
学
生
の
頃
も「
ス
イ
ミ
ー
」が
載
っ
て

い
て
、
好
き
だ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
、
そ
の
頃
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

き
ず
な
の
近
く
に
川
が
あ
る
お
か
げ
で
、
子
ど
も

た
ち
は
自
然
と
付
き
合
う
こ
と
が
上
手
で
す
。
川
に

い
る
生
き
物
を
獲
っ
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
種

類
が
わ
か
ら
な
い
と
、
学
童
に
あ
る
図
鑑
を
手
に
し

て
、「
こ
れ
は
○
○
だ
よ
」「
で
も
、こ
こ
が
こ
う
な
っ

て
い
る
よ
」
な
ど
と
言
い
な
が
ら
熱
心
に
調
べ
ま
す
。

も
し
、
き
ず
な
の
近
く
の
川
に
ス
イ
ミ
ー
が
い
た
ら
、

き
ず
な
の
子
ど
も
た
ち
に
は
タ
ジ
タ
ジ
か
も
し
れ
な

い
で
す
ね
。

　
（
少
年
指
導
員　

紫
野
久
子
）

きずな

連 雀
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泉
苑
の
食
事
係
で
は
食
に
関
す
る
本
を
休
憩
室

に
置
い
て
、
皆
で
よ
く
読
み
ま
す
。
そ
の
中
で
一

番
読
ま
れ
て
い
る
本
は
「
ソ
フ
ト
食
」
に
関
す
る

本
で
す
。
泉
苑
で
は
今
年
度
か
ら
本
格
的
に
取
り

組
み
は
じ
め
ま
し
た
。
行
事
や
月
に
一
度
の
食
の

集
い
で
ふ
だ
ん
は
ペ
ー
ス
ト
食
を
召
し
上
が
っ
て

い
る
方
に
お
出
し
し
て
い
ま
す
。

　

本
を
見
て
「
美
味
し
そ
う
」「
食
べ
て
み
た
い
」

と
い
う
も
の
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
季
節
や
行
事
に

合
っ
て
い
る
か
意
見
を
出
し
な
が
ら
献
立
を
立
て

ま
す
。
ソ
フ
ト
食
は
食
べ
や
す
さ
が
重
要
な
の
で

初
め
て
作
る
も
の
は
必
ず
試
作
を
し
ま
す
。
本
を

見
な
が
ら
、
盛
り
付
け
や
材
料
の
分
量
を
参
考
に

し
ま
す
が
、
何
度
も
作
り
直
し
し
な
が
ら
泉
苑
の

ご
利
用
者
に
食
べ
や
す
い
料
理
に
仕
上
げ
て
い
き

ま
す
。
手
間
の
か
か
る
工
程
で
す
が
、
皆
様
が
食

事
を
さ
れ
て
い
る
お
顔
を
見
る
と
嬉
し
く
、
こ
の

次
も
良
い
も
の
を
作
ろ
う
と
力
が
入
り
ま
す
。

（
管
理
栄
養
士　

牧
野
美
輝
子
）

〈
６
月
の
メ
ニ
ュ
ー
〉

・ 

握
り
ず
し
風

・ 

し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ

・ 

ず
ん
だ
茶
巾

・ 

マ
ン
ゴ
ー
ゼ
リ
ー

＊
ソ
フ
ト
食
と
は
ペ
ー
ス
ト
食

の
前
の
段
階
の
食
形
態
で
、
や

わ
ら
か
い
け
れ
ど
、
し
っ
か
り

食
べ
物
の
形
が
あ
る
、
見
た
目

も
き
ち
ん
と
お
い
し
そ
う
な
食

事
の
こ
と
で
す
。

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
い
わ
も
と
の
フ
ロ
ア
の
片
隅

に
本
棚
が
あ
り
ま
す
。そ
こ
に
並
ん
で
い
る
の
は
、

古
い
文
庫
か
ら
最
新
の
本
、
週
刊
誌
や
料
理
の
本

ま
で
、さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
本
が
揃
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
ご
利
用
者
た
ち
に
は
そ
れ
ぞ
れ
好
き

な
本
や
好
き
な
読
み
方
が
あ
り
ま
す
。
女
性
週
刊

誌
が
大
好
き
な
方
、
新
聞
を
大
き
く
広
げ
て
読
む

の
が
好
き
な
方
、
猫
の
写
真
集
を
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔

で
眺
め
て
い
る
方
、
本
を
開
き
な
が
ら
コ
ッ
ク
リ

コ
ッ
ク
リ
や
っ
て
い
る
方
、
尋
常
小
学
校
の
教
科

書
を
「
サ
イ
タ　

サ
イ
タ　

サ
ク
ラ
ガ
サ
イ
タ
」

と
音
読
し
て
い
る
方
・
・
・
本
当
に
十
人
十
色
で

す
。
で
も
、
共
通
し
て
言
え
る
の
は
、
全
員
本
を

読
む
の
が
好
き
と
い
う
こ
と
で
す
！

　

さ
っ
！！
私
も
皆
さ
ん
を
見
習
っ
て
、
こ
の
秋
は

苦
手
な
読
書
で
も
始
め
て
み
よ
う
か
な
。

（
介
護
員　

稲
葉
悦
子
）

　

毎
日
、
保
育
室
に
訪
れ
る
子
ど
も
た
ち
は
絵
本

が
大
好
き
で
す
。
男
の
子
、
女
の
子
、
様
々
な
年

齢
の
お
子
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
絵
本

を
通
じ
て
色
、
絵
、
言
葉
な
ど
に
関
心
が
向
け
ら

れ
た
り
、
友
達
と
の
関
わ
り
に
つ
な
が
っ
た
り
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

あ
る
日
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
保
育
室
の
、
５
才
の

女
の
子
た
ち
と
１
才
の
男
の
子
と
み
ん
な
で
お
や

つ
を
食
べ
る
前
の
一
コ
マ
で
す
。
大
人
気
の
絵
本

『
い
な
い　

い
な
い　

ば
ぁ
』
を
読
み
始
め
る
と
、

お
姉
さ
ん
た
ち
は「
い
な
い　

い
な
い　

ば
ぁ
〜
」

と
笑
顔
で
一
緒
に
す
す
め
ま
す
。
男
の
子
は
最
初

は
き
ょ
と
ん
と
目
を
丸
く
し
て
い
ま
し
た
。３
回
、

４
回
と
く
り
返
す
う
ち
、み
ん
な
で「
せ
〜
の
」「
い

な
い　
い
な
い　
ば
ぁ
〜
」
と
声
を
そ
ろ
え
て
と
っ

て
も
上
手
に
ま
ね
っ
こ
し
て
く
れ
ま
し
た
。
笑
顔

い
っ
ぱ
い
の
楽
し
い
ひ
と
と
き
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
が
、
感
動
し
た
り
楽

し
ん
だ
り
ほ
っ
と
で
き
る
時
間
を
過
ご
す
こ
と
の

サ
ポ
ー
ト
が
出
来
た
ら
と
思
い
ま
す
し
、
絵
本
や

言
葉
の
大
切
さ
を
と

も
に
感
じ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま

す
。

（
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
保
育

　

担
当　

金
子
智
暁
）

＊
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
保
育
：

　

お
子
さ
ん
の
一
時
預

　

り
保
育
事
業

　

食
事
係
の

　
　
　

愛
読
書

　

そ
れ
ぞ
れ
の
秋

　

絵
本
と

　

子
ど
も
た
ち

泉 苑

岩本町

たっち
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手
工
芸
を
楽
し
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
ご
利
用
者

の
方
々
に
昔
読
ん
で
い
た
雑
誌
に
つ
い
て
お
話
し

を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
雑
誌
は
「
主
婦
の
友
」
や
「
婦
人
倶
楽

部
」
と
い
う
婦
人
総
合
誌
で
す
。
山
田
五
十
鈴
さ

ん
や
田
中
絹
代
さ
ん
と
い
っ
た
人
気
女
優
陣
が
華

や
か
に
表
紙
を
飾
っ
て
い
た
の
も
楽
し
み
の
ひ
と

つ
で
す
が
、
特
に
思
い
出
深
い
の
が
『
付
録
』
だ

そ
う
で
す
。
洋
服
の
型
紙
や
人
形
の
作
り
方
な
ど

が
入
っ
て
い
て
、
そ
れ
を
参
考
に
色
々
な
も
の
を

作
っ
た
そ
う
で
す
。

　

現
在
、
物
が
あ
ふ
れ
、
作
る
よ
り
買
う
方
が
安

い
時
代
と
な
り
ま
し
た
が
、
手
作
り
の
も
の
は
愛

着
が
わ
き
、
も
の
を
大
切
に
す
る
心
が
生
ま
れ
ま

す
。
皆
様
の
お
話
し
を
聞
き
、
手
作
り
の
良
さ
を

改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
冬
は
手
編
み
の
セ
ー

タ
ー
に
で
も
挑
戦
し
て
み
ま
し
ょ
う
か
。

（
介
護
員　

豊
田
真
希
）

　

白
鳥
寮
の
学
童
で
は
、
と
き
ど
き
手
作
り
本
屋

さ
ん
が
出
店
し
ま
す
。

　

本
屋
さ
ん
は
気
ま
ぐ
れ
で
す
。「
あ
と
５
分
で

開
店
し
ま
す
よ
ー
」
と
聞
い
て
並
ん
で
み
た
も
の

の
、「
や
っ
ぱ
り
ま
だ
で
ー
す
」
と
言
う
の
で
他

の
場
所
へ
。
し
ば
ら
く
す
る
と
「
ち
ょ
っ
と
！
お

客
さ
ん
！
早
く
来
て
く
だ
さ
い
よ
！
」
い
つ
の
間

に
か
開
店
し
て
い
ま
す
。

　

小
学
生
４
人
で
作
っ
て
い
る
本
は
、
ト
ラ
ン
プ

半
分
ほ
ど
の
小
さ
な
紙
に
マ
ン
ガ
さ
な
が
ら
の
絵

と
文
字
が
び
っ
し
り
。
そ
れ
に
加
え
て
、
中
に
は

袋
と
じ
が
つ
い
て
い
た
り
、
ス
ク
ラ
ッ
チ
く
じ
が

つ
い
て
い
た
り
と
大
人
顔
負
け
の
ク
オ
リ
テ
ィ
ー

で
す
。

　

今
回
紹
介
す
る
も
の
は
、
２
年
生
の
女
の
子
が

作
っ
た
「
５
コ
マ
ン
ガ
」
で
す
。
４
コ
マ
で
は
な

く
５
コ
マ
で
で
き
て
い
ま
す
。
内
容
も
絵
も
全
て

オ
リ
ジ
ナ
ル
、
そ
し
て
話
の
オ
チ
が
な
ん
だ
か
と

て
も
可
愛
い
の
で
思
わ
ず
笑
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

大
人
に
は
真
似
で
き
な

い
想
像
力
や
発
想
が
子

ど
も
達
に
は
あ
る
ん
で

す
ね
。

　

本
を
読
み
ふ
け
る
秋

も
い
い
で
す
が
、
今
年

の
秋
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

本
を
作
っ
て
は
い
か
か

で
し
ょ
う
か
？

（
地
域
支
援
ワ
ー
カ
ー

　

原
田
美
由
紀
）

　

こ
れ
は
ご
利
用
者
の
Ｙ
さ
ん
の
愛
読
書
の
斎
藤

茂
太
薯
「
あ
な
た
に
会
う
と
元
気
に
な
る
」
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
お
話
し
て
頂
い
た
も
の
で
す
。

　

Ｙ
さ
ん
は
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。「
私
は
あ
ま

り
友
達
は
多
い
ほ
う
で
は
な
い
の
よ
。
で
も
ね
、

落
ち
込
ん
だ
時
や
嫌
な
こ
と
が
あ
っ
た
時
に
は
、

必
ず
顔
が
浮
か
ぶ
友
が
い
る
の
。

　

彼
女
は
女
学

校
時
代
の
友
達

な
ん
だ
け
ど
、

話
し
た
り
会
っ

て
い
る
だ
け
で

勇
気
や
活
力
を

く
れ
る
の
。
こ

の
本
に
書
い
て

あ
る
「
人
を
元

気
に
さ
せ
る
人
」

そ
の
も
の
よ
ね
」

　
『
あ
な
た
ね

「
元
気
な
人
」
と

「
人
を
元
気
に
さ

せ
る
人
」
と
は
同
じ
よ
う
で
違
う
の
よ
。
あ
な
た

も
「
人
を
元
気
に
さ
せ
る
人
」
に
な
っ
て
ね
。』

と
ご
Ｙ
さ
ん
。

　
「
人
を
元
気
に
さ
せ
る
人
」
と
は

・ 

自
分
が
落
ち
込
ん
で
い
る
時
で
も
会
い
た
く

　

な
る
人

・ 

い
て
く
れ
る
だ
け
で
楽
し
い
人

・ 

自
信
を
つ
け
さ
せ
て
く
れ
る
人

私
も
そ
ん
な
人
に
な
り
た
い
。

（
支
援
員　

山
本
敦
子
）

　

月
刊
誌
の

　

お
た
の
し
み
は
？

　

手
作
り
の
秋

　

人
を
元
気
に

　
　

さ
せ
る
人

あさひ苑

しらとり

緑 苑
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
御
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
（
敬
称
を
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

御
寄
贈
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
敬
称
を
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

編 集 後 記編 集 後 記

■
自
分
の
原
稿
が
、
実
際
に
た
く
さ

ん
の
方
の
目
に
触
れ
る
編
集
の

仕
事
。
と
て
も
や
り
が
い
が
あ

り
ま
す
。

稲
葉
悦
子
（
岩
本
）

■
秋
の
訪
れ
と
と
も
に
忙
し
さ
の

中
で
も
、
ふ
と
手
に
と
っ
て
読

み
た
く
な
る
そ
ん
な
記
事
や
写

真
を
今
後
も
見
つ
け
て
い
き
ま

す
！！

友
利
幸
江
（
連
雀
）

■
読
書
の
秋
と
い
う
こ
と
で
、
新

し
く
な
っ
た
府
中
の
図
書
館
へ

行
っ
て
き
ま
し
た
。 

　

一
階
の
カ
フ
ェ
で
食
べ
た
パ
ン
が

美
味
し
か
っ
た
で
す
。

佐
藤
真
紀
（
泉
苑
）

■
私
な
り
の
Ｅ
Ｃ
Ｏ
は
大
雨
の
日
に

洗
車
す
る
こ
と
。
洗
車
と
い
っ

て
も
雨
任
せ
で
す
け
ど
。

黒
部
雅
之
（
泉
苑
）

■
わ
か
り
や
す
く
、
読
み
や
す
い
記

事
を
書
く
の
は
難
し
い
と
実
感

し
ま
し
た
。 

大
沢
清
佳
（
緑
苑
）

■「
読
書
の
秋
」よ
り
や
は
り「
食
欲

の
秋
」を
満
喫
し
た
い
私
で
す
！

福
井
亜
希
子
（
あ
さ
ひ
苑
）

■
今
後
も
皆
さ
ん
に
親
し
み
を
持
っ

て
頂
け
る
よ
う
な
、
記
事
を
掲

載
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

浅
見
達
也
（
あ
さ
ひ
苑
）

■
や
っ
と
暑
さ
も
や
わ
ら
ぎ
、
ほ
っ

と
し
て
い
ま
す
。 

秋
は
い
い
季

節
で
す
ね
。
秋
な
ら
で
は
の
場

所
に
行
っ
て
秋
を
満
喫
し
た
い

で
す
。　
　

太
田
絢
乃（
た
っ
ち
）

■
編
集
期
限
に
追
わ
れ
大
汗
か
き
ま

し
た
が
、
楽
し
く
書
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

原
田
美
由
紀
（
し
ら
と
り
）

■
秋
は
保
育
園
の
運
動
会
の
シ
ー
ズ

ン
。「
や
っ
ぱ
り
、
う
ち
の
子
が

一
番
よ
ね
～
！
」
と
毎
年
、
わ

が
子
の
よ
う
に
応
援
し
に
行
っ

て
い
ま
す
♪浦

上
さ
わ
（
き
ず
な
）

■
こ
れ
か
ら
、
紅
葉
が
楽
し
み
に

な
っ
て
く
る
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
色
ん
な
虫
達
の
音
色
が
聞

こ
え
て
き
そ
う
で
す
。

紫
野
久
子
（
き
ず
な
）

■
原
稿
の
催
促
を
お
願
い
す
る
と

き
は
、
本
当
の
編
集
者
気
分
に

な
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

理
事
の
リ
レ
ー
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、

毎
月
緊
張
し
な
が
ら
執
筆
を
ご

依
頼
し
て
い
ま
す
。

青
木
志
乃
（
事
務
局
）

■
今
年
は
マ
ン
ネ
リ
打
破
が
目
標
で

す
が
６７
号
は
い
か
が
で
し
た
で

し
ょ
う
か
。上

野
廣
美
（
編
集
長
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
一
周
年
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

昨
年
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
法
人
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
す
が
、
よ
り
わ
か

り
や
す
い
見
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
目
指
し
て
内
容
と
デ
ザ
イ
ン
を
一

部
直
し
ま
し
た
。
ま
た
、
英
文
に
よ

る
法
人
紹
介
も
追
加
し
ま
し
た
。

　

毎
日
更
新
の
ブ
ロ
グ
（
日
記
）、

月
１
～
４
回
更
新
の
各
施
設
か
ら
の

季
節
の
お
た
よ
り
、
そ
し
て
毎
月
更

新
の
理
事
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
法
人
の

全
役
職
員
が
携
わ
っ
て
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
育
て
て
い
ま
す
。
特
に
ブ

ロ
グ
は
全
職
員
が
順
番
で
書
い
て
い

る
の
で
、「
気
に
な
っ
て
休
み
の
日

も
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
で
読
ん
で
い
る
」

「
も
っ
と
た
く
さ
ん
書
き
た
い
」
な

ど
職
員
の
関
心
も
高
い
よ
う
で
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
訪
問
者
数
も

こ
の
１
年
間
で
延
べ
４
２
、２
０
５

人
に
な
り
ま
し
た
。
求
人
情
報
や
子

育
て
支
援
に
関
す
る
情
報
を
求
め
て

み
え
る
方
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
各
施
設
か
ら
の
お

知
ら
せ
な
ど
を
は
じ
め
と
し
て
、
地

域
福
祉
の
発
信
源
と
し
て
、
こ
の
季

刊
誌
と
と
も
に
皆
さ
ま
へ
有
意
義
な

情
報
を
お
届
け
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ご
意
見
や
ご
感
想
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。　

（
上
野
廣
美
）

会
田
真
理　

会
田
久
枝　

青
木
成
江　

青
山
幸
子　

青
山
珠

巳　

明
瀬
多
江
子　

赤
田
美
恵
子　

赤
林
好
子　

赤
林
好
子

阿
久
津
紀
子　

浅
見
ス
ジ
子　

網
代
恵
美　

網
代
弘
子　

網

代
弘
子　

新
居
洋
子　

有
本
陽
子　

飯
塚
喜
亥
子　

飯
田
ア

ヤ
子　

井
口
イ
マ　

石
井
忠
男　

石
井
宏　

石
井
美
保
子　

石
坂
勝
世　

石
原
み
つ
る　

板
場
昭　

市
川
ア
イ
子　

市
川

尚
子　

市
川
ア
イ
子　

市
川
知
子　

市
村
正
美　

伊
藤
う
め

子　

伊
東
冨
美
子　

井
上
宏
子　

井
上
陽
子　

井
踏
世
津
子

岩
佐
和
栄　

遠
藤
伊
代　

上
田
悦
子　

上
野
玲
子　

上
原
智

美　

植
松
八
千
代　

鵜
澤
シ
ズ　

歌
う
た
ん
ぽ
ぽ
の
会　

内

堀
美
喜　

江
口
亜
津
子　

江
田
廣
子　

海
老
原
志
づ
子　

遠

藤
博　

遠
藤
み
つ
よ　

遠
藤
陽
子　

大
久
保
峯
子　

大
倉
弘

子　

大
橋
正
子　

小
笠
原
千
尋　

緒
方
シ
ゲ
子　

緒
方
智
恵

美　

岡
田
基
子　

岡
野
玲
子　

岡
裕
子　

小
川
喜
代
子　

小

川
健
治　

荻
野
和
子　

奥
山
亜
子　

奥
山
チ
ヤ
子　

小
倉
富

子　

小
倉
道
子　

尾
崎
ヨ
シ
子　

小
野
寺
み
つ
子　

折
谷
美

和
子　

海
江
田
紀
久
子　

垣
内
マ
ツ
子　

柿
本
純
子　

角
田

和
歌
子　

角
野
あ
り
さ　

笠
間
豊
子　

梶
田
慶
子　

鹿
島
千

重
子　

柏
山
和
子　

片
桐
キ
ミ
子　

学
校
図
書
館
を
考
え
る

会　

カ
ッ
ト
サ
ロ
ン
ア
ベ　

加
藤
き
よ
み　

加
藤
静　

加
藤

博
子　

加
藤
美
枝
子　

加
藤
洋
子　

金
坂
佳
子　

甲
谷
ま
り

子　

上
沢
美
和
子　

上
村
峰
隆　

亀
岡
紀
知
信　

川
窪
三
枝

子　

川
崎
綾
子　

城
所
栄
子　

木
村
幸
子　

琴
陽
会　

草
野

美
鈴　

久
保
田
茂
男　

久
保
田
摩
耶
子　

熊
倉
洋
子　

倉
橋

淳
子　

警
察
学
校　

弦
間
ま
さ　

小
泉
純
子　

小
出
由
美
子

小
出
晨
一　

小
岩
井
雅
人　

河
野
ト
シ
ヨ　

小
笹
裕
子　

小

島
ユ
ミ
子　

小
島
百
合
子　

小
菅
よ
し
江　

小
谷
文
子　

後

藤
隆
子　

小
林
真
弓　

紺
野
和
子　

今
野
幸
子　

斉
藤
王
乃

斎
藤
孝
子　

酒
井
か
つ
子　

酒
井
紘
子　

酒
井
和
子　

佐
久

間
桂
子　

佐
藤
初
江　

佐
藤
み
ど
り　

佐
藤
公
子　

佐
藤
妙

子　

佐
藤
な
か
子　

佐
藤
理
恵
子　

佐
野
田
鶴
子　

澤
野
加

奈
恵　

塩
入
圭
子　

塩
川
義
雄　

塩
澤
佳
津
子　

重
田
文
子

島
田
た
ず　

清
水
文
枝　

下
江
美
鈴　

下
条
エ
イ
子　

白
坂

千
恵
子　

進
藤
サ
エ
子　

進
藤
琿
子　

杉
内
和
子　

杉
本
節

子　

杉
山
政
司　

鈴
木
昌
子　

鈴
木
嘉
子　

鈴
木
好
枝　

鈴

木
好
子　

ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
コ
ー
ヒ
ー　

村
田
恭
子　

角
田

ミ
サ
ホ　

ゼ
イ
ナ
ブ　

瀬
戸
貞
子　

園
田
英
子　

園
田
す
み

子　

高
蔦
米
子　

高
鍋
恵
子　

高
野
晴
美　

鷹
野
榮
子　

高

橋
幸
子　

高
橋
ち
よ
子　

高
松
宣
勝　

田
口
裕
香　

竹
内
範

子　

竹
内
砂
恵
子　

竹
内
由
美
子　

竹
橋
直
久　

竹
松
ふ
く

辰
本
ケ
イ　

辰
本
ケ
イ
子　

田
中
叡
子　

田
中
久
美
子　

田

中
翠　

田
中
幸
子　

田
中
淑
子　

田
部
美
智
子　

玉
井
栄
子

丹
生
初
江　

丹
野
昭　

丹
野
由
紀
子　

千
葉
芳
子　

土
田
佳

子　

土
屋
和
子　

土
屋
と
き
枝　

角
田
友
子　

手
塚
正
輝　

テ
リ
ー　

戸
井
田
清
子　

東
京
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
専
門
学
校　

童
謡

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
庭
照
子　

栃
谷
さ
き　

富
田
和
代　

富
永

ヒ
サ
子　

豊
嶋
千
代
子　

豊
永
昌
子　

中
込
八
重
子　

中
下

秀
子　

中
嶋
永
子　

長
島
広
美　

中
田
愛
子　

永
野
信
子　

中
村
清
美　

中
村
フ
サ
子　

中
村
美
佐
江　

中
山
康　

那
須

史
子　

楢
林
美
枝
子　

新
津
好
美　

西
川
照
美　

西
久
保
長

子　

西
宮
智
恵
子　

二
宮
澄
子　

根
岸
路
子　

野
呉
孝
義　

野
坂
昭
弘　

野
本
昭
彦　

萩
村
光
恵　

萩
原
八
枝　

橋
口
綾

子　

橋
本
節
子　

橋
本
巌　

長
谷
川
宣
子　

ハ
ッ
ピ
ー
ス
マ

イ
ル　

羽
鳥
み
の
る　

羽
山
直
子　

原
田
勝
彦　

原
田
ま
ち

子　

原
田
康
子　

樋
口
雅
子　

肥
後
住
江　

尾
藤
智
子　

平

泉
順
子　

平
澤
み
ど
り　

平
田
敦
子　

平
野
幸
子　

広
木
き

く
江　

廣
田
早
苗　

藤
田
和
子　

船
岡
栄
子　

ブ
リ
ガ
ト
ン

キ
ャ
サ
リ
ン　

星
川
美
津
子　

堀
田
武
三
郎　

堀
切
重
明　

前
田
宗
治　

牧
内
ヤ
ス
子　

町
田
知
行　

町
や
っ
こ　

松
井

万
里　

松
浦
良
枝　

松
沢
通
子　

松
下
郎　

松
下
朋
子　

松

田
恵
子　

松
野
ア
イ　

三
坂
和
子　

水
谷
静
枝　

三
輪
孝
子

　

宮
崎
嘉
子　

宮
崎
清
子　

宮
澤
由
紀
枝　

宮
下
美
智
子　

明
神
淑
恵　

村
野
豊
子　

室
純
子　

室
伏
き
ょ
う
子　

牟
美

英　

森
満
隆
文　

谷
貝
祥
子　

矢
ヶ
崎
綾
子　

八
木
か
つ
子

山
上
涼
子　

山
田
和
男　

山
田
佳
津
江　

山
田
ケ
イ
子　

山

田
サ
ワ
子　

山
田
順
子　

山
田
一
丸　

山
本
峯
子　

ユ
バ
ル

バ
ン
ド　

横
田
公
子　

横
田
丁
一　

横
山
年
子　

吉
川
孝
一

吉
田
千
鶴
子　

吉
田
ヒ
サ
子　

吉
田
陸
子　

米
山
秀
子　

我

妻
文
子　

脇
山
令
子　

渡
辺
勇　

渡
辺
勝
征　

渡
辺
キ
ク　

渡
辺
守　

渡
辺
秀
雄　

渡
邉
弘
子

（
平
成
20
年
6
月
〜
8
月
）　　
　
　
　
　
　

渡
辺
秀
雄　

株
式
会
社
Ｊ
Ｂ
Ｓ
担
当
企
画
管
理
部　

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト　

株

式
会
社
ジ
ャ
パ
ン
エ
ナ
ジ
ー　

誠
明
学
園　

財
団
法
人
東
京
都
福
利
厚
生
事
業
団

新
日
本
石
油（
株
）　
（
株
）サ
ン
リ
オ
ピ
ュ
ー
ロ
ラ
ン
ド　

米
屋
株
式
会
社　

東
穀

協
会　

財
団
法
人
報
知
社
会
福
祉
事
業
団　

大
成
建
設
㈱
丸
の
内
地
区
建
築
作
業

所
お
よ
び
職
長
会　

杉
本
口
男　

日
浦
富
子　

田
代
豊
治　

小
熊
美
和
子　

北
原

青
果
店　

東
京
都
食
肉
生
活
衛
生
同
業
組
合
多
摩
南
支
部　

丹
野
昭　

丹
野
由
紀

子

（
平
成
20
年
6
月
～
8
月
）

特別養護老人ホーム信愛泉苑
高齢者在宅サービスセンター泉苑ケアセンター
養護老人ホーム信愛寮
特別養護老人ホーム信愛緑苑
府中市立特別養護老人ホームあさひ苑
府中市立あさひ苑高齢者在宅サービスセンター
府中市子ども家庭支援センターたっち

特別養護老人ホームかんだ連雀
かんだ連雀高齢者在宅サービスセンター
千代田区立岩本町ほほえみプラザ
子ども家庭支援センターしらとり
母子生活支援施設白鳥寮
母子生活支援施設東京都網代ホームきずな

古紙配合率100％再生紙を使用しています
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